
倉
掛
文
化
祭
（
主
催
＝
倉
掛

自
治
連
合
会
・
協
力
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
市
民
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

井
原
）
は
隔
年
開
催
。
少
年
団

育
成
会
や
消
防
井
原
分
団
第
３

部
、
サ
ロ
ン
あ
す
は
の
関
係
者

ら
と
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

７
月
か
ら
開
催
へ
向
け
て
準
備

を
進
め
て
き
た
。

出
品
申
込
は
出
足
こ
そ
遅
か

っ
た
も
の
の
、
結
果
的
に
は
過

去
最
多
の
約
百
点
が
集
ま
っ

た
。
そ
の
分
、
会
場
設
営
に
一

部
手
間
取
っ
た
が
、
当
日
は
予

定
通
り
午
前
10

時
に
オ
ー
プ

ン
。正

面
入
口
の
両
脇
に
は
鏡
獅

子
に
因
ん
だ
倉
掛
踊
乱
会
手
作

り
の
紅
白
連
獅
子
が
置
か
れ
、

会
場
に
花
を
添
え
た
。

入
口
で
出
品
一
覧
表
を
受
け

取
っ
た
来
場
者
は
書
道
や
油

絵
、
手
芸
な
ど
の
作
品
を
見
て

回
り
、
昔
の
生
活
で
使
わ
れ
て

い
た
珍
品
を
見
つ
け
る
と
、
懐

か
し
そ
う
に
写
真
に
収
め
る
人

も
い
た
。

今
回
は
二
日
目
の
午
後
、
井

原
市
健
康
医
療
課
の
「
お
せ
っ

か
い
保
健
師
健
康
相
談
事
業
」

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
介
護

予
防
な
ど
の
ス
ラ
イ
ド
学
習
会

と
と
も
に
、
健
康
相
談
コ
ー
ナ

ー
が
開
設
さ
れ
、
保
健
師
が
相

談
に
応
じ
た
。

倉
掛
地
区
民
主
体
の
文
化
祭

だ
が
、
他
地
区
か
ら
訪
れ
た
人

の
姿
も
あ
っ
た
。
里
庄
町
の
60

代
の
女
性
は
「
住
民
の
皆
さ
ん

の
熱
意
を
感
じ
ま
す
」
な
ど
と

話
し
な
が
ら
、
各
作
品
を
鑑

賞
。
地
元
の
人
た
ち
は
「
会
場

が
一
カ
所
な
の
で
ゆ
っ
く
り
見

学
で
き
る
。
し
か
し
随
分
作
品

が
集
ま
る
も
の
で
す
ね
」
と
感

想
を
述
べ
て
い
た
。

閉
会
挨
拶
で
自
治
連
合
会
の

細
羽
会
長
は
「
皆
様
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
お
陰
で
開
催
で
き

ま
し
た
」
と
感
謝
し
て
い
た
。

井
原
公
民
館
主
催
の
第
56
回

井
原
地
区
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
11
月
１
日
、
井
原
小
学

校
体
育
館
で
開
か
れ
た
。

倉
掛
は
初
戦
の
対
戦
相
手
、

猪
清
を
21
❘
18
、
21
❘
８
で
下

し
て
波
に
乗
り
、
続
く
中
町
下

町
戦
も
２
セ
ッ
ト
を
連
取
。
変

則
リ
ー
グ
の
Ａ
コ
ー
ト
か
ら
勝

ち
上
が
り
、
決
勝
は
夏
目
と
対

戦
。
惜
敗
し
た
が
準
優
勝
に
輝

い
た
。

一
方
、
第
52
回
井
原
地
区
対

抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
も
井
原

町
内
の
８
地
区
が
参
加
し
て
熱

戦
を
繰
り
広
げ
た
。

倉
掛
は
１
回
戦
で
こ
の
と
こ

ろ
敗
れ
て
い
る
新
町
と
対
戦
。

１
回
裏
に
２
点
を
入
れ
ら
れ
る

も
２
回
表
の
反
撃
で
追
い
つ
き

好
ゲ
ー
ム
が
期
待
さ
れ
た
。

し
か
し
、
破
壊
力
の
あ
る
新

町
は
２
回
に
６
点
、
３
回
に
は

11
点
を
追
加
。
倉
掛
は
打
線
が

つ
な
が
ら
ず
４
回
時
間
切
れ
で

敗
退
。
こ
の
日
は
15
❘
１
組
渡

辺
大
地
選
手
が
倉
掛
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
に
入
り
活
躍
し
た
。

郷
社
足
次
山
神
社
で
は
、
年

末
年
始
行
事
の
日
程
を
次
の
と

お
り
取
り
決
め
た
。

越
年
祈
願
祭
は
大
晦
日
の
午

後
11
時
45
分
～
零
時
30
分
ま

で
。
新
年
祈
願
祭
は
三
が
日
の

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

執
り
行
わ
れ
る
。
厄
除
け
祈
願

祭
は
１
月
31
日
。

ま
ち
づ
く
り
を

テ
ー
マ
と
し
た
つ

ど
え
～
る
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
の
作
品

展
示
が
12
月
16
日

か
ら
始
ま
っ
た
。
本
年
度
は
36

点
の
応
募
が
あ
り
、
い
ず
れ
も

ハ
イ
レ
ベ
ル
で
審
査
員
泣
か
せ

の
コ
ン
テ
ス
ト
と
な
っ
た
。

結
果
、
小
田
川
の
清
流
に
映

え
る
色
と
り
ど
り
の
鯉
の
ぼ
り

の
様
子
を
と
ら
え
た
金
澤
洋
平

さ
ん
（
芳
井
町
）
の
「
小
田
川

を
泳
ぐ
」
が
金
賞
、
西
田
覺
さ

ん
（
稗
原
町
）
の
「
ニ
ラ
メ
ッ

コ
」
、
大
山
敏
幸
さ
ん
（
井
原

町
）
の
「
す
っ
て
ん
こ
ろ
り
ん

ナ
イ
ス
な
受
身
」
が
銀
賞
。
銅

賞
に
は
笠
行
茂
正
さ
ん
（
木
之

子
町
）
小
倉
康
定
さ
ん
（
井
原

町
）
三
宅
三
枝
子
さ
ん
（
井
原

町
）
の
作
品
が
選
ば
れ
た
。

ま
た
、
優
秀
賞
に
は
倉
掛
の

山
本
君
枝
さ
ん
（
13
❘
１
組
）

渡
辺
公
恵
さ
ん
（
15
❘
１
組
）

佐
藤
敏
弘
さ
ん
（
16
組
）
ら
５

人
の
作
品
が
選
ば
れ
た
。
展
示

は
１
月
10
日
ま
で
。
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（１）

〈発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会

井原市井原町倉掛

会長／細羽正敏

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

つ
ど
え
～
る
に

集
う


つ

ど

え

～

る

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

倉
掛
か
ら
３
人
入
賞

第 ４ 回
倉掛文化祭

第
４
回
倉
掛
文
化
祭
が
つ
ど
え
～
る
で
12
月
12
日
～
13

日
の
日
程
で
開
か
れ
、
展
示
さ
れ
た
力
作
な
ど
を
見
よ
う

と
倉
掛
地
区
民
を
は
じ
め
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
人
た
ち

が
訪
れ
た
。

山岡 朗子 7 組 パッチワーク③
山岡 邦夫 7 組 短尺・俳句
山岡 千寿 7 組 書道・般若心経
三宅紀美子 9 組 切り絵
遠藤 生三 8 組 木彫・制吨迦童子
遠藤早知子 8 組 木彫・手鏡
河合 典子 15-1組 手紙・押し花
森 梅子 18-2組 神楽面②
柳本 康江 6 組 書②（軸・額）
渡辺 元子 4 組 造り花・陶芸
小林 和幸 13-1組 彫刻③
渡辺 公恵 15-1組 水彩画②
倉橋 俊彦 6 組 水彩画②・珍品
梶谷美奈子 18-3組 陶芸・押し花
渡辺 研一 4 組 2015倉掛写真集
山岡八重子 8 組 七宝焼・押し花
山本 君枝 13-1組 押し花②
山本 勝己 13-1組 備前焼
朝原 久子 17 組 ボールペン習字
田原耕太郎 13-1組 珍品・大相撲関連
田原 益江 13-1組 置物（姫ダルマ）
倉掛少年団 金属工芸・表札他
西山 英子 13-1組 手芸額②・押絵
若林恵美子 2 組 軸装・彫刻
西村 亮子 2 組 リメイク・押し花
村上 博美 5-2組 珍品（手焙り）
関戸智津子 4 組 ﾊﾝｷﾞﾝｸﾞﾊﾞｽｹｯﾄ
片岡 文子 14 組 ﾊﾝｷﾞﾝｸﾞﾊﾞｽｹｯﾄ
細羽 啓子 5-2組 ﾊﾝｷﾞﾝｸﾞﾊﾞｽｹｯﾄ他
広井富貴子 14 組 着物リメイク
濱田 晃 18-1組 油絵（花）
パソコンクラブ 作品集
倉掛山岳同好会 写真集・写真額
倉掛ソフト同好会 写真集・写真額
丸山 節子 18-1組 リメイク・バッグ
竹井トシエ 1 組 衝立・縁起板②
実森 澄子 5-2組 パッチワーク②
濱田 典子 18-1組 手芸・花＆帽子
片岡 秀憲 17 組 写真②
片岡 典子 17 組 絵画②
江草 祐子 14 組 花生け
倉橋 弘一 13-2組 手芸・ネックレス
宮本 文子 3 組 手編みセーター
藤井 純子 18-2組 着物リメイク
西山 加菜 13-1組 手芸・デコケース
西山麗乃亜 13-1組 手芸・ボックス
西山 麗音 13-1組 図画工作
倉掛踊乱会 連獅子・ハッピ他
倉掛バレー同好会 カップ・写真
消防団第３部 写真・優勝カップ
山岡 節子 15-1組 手工芸
倉橋 英男 6 組 油絵・山村風景
森山 芳子 13-2組 つり花
片岡 宏文 14 組 ヘラ台
サロンあすは 写真・年間活動
サロンあすは押し花（坂本秀子、山岡

由紀恵、森兼弘子、瀬川秋子、戸
井淑恵、妹尾一成、渡辺照子）

つどえ～る つどえ～る通信他
倉掛自治連合会 倉掛新聞

準優 勝に沸く

「
ご
協
力
の
お
か
げ
」

約 １ ０ ０ 点 の 作 品 を 展 示

倉掛バレーボール同好会

越
年
祈
願
祭

新
年
祈
願
祭

郷
社
足
次
山
神
社

≪出品一覧≫
※敬称略

ソ
フ
ト
は
初
戦
敗
退

井原公民館杯球技大会



倉
掛
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
よ
う
と
10
月
17
日
、
第
１
回

倉
掛
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
倉
掛

自
治
連
合
会
主
催
）
が
つ
ど
え

～
る
で
開
か
れ
、
住
民
35
人
が

参
加
し
た
。

自
治
連
合
会
の
細
羽
会
長
の

開
会
挨
拶
に
続
い
て
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
役
を
務
め
る
つ
ど
え

～
る
の
渡
辺
所
長
が
「
気
軽
な

井
戸
端
会
議
だ
と
思
っ
て
自
由

に
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
き
た

い
」
な
ど
と
全
体
の
流
れ
を
説

明
し
ス
タ
ー
ト
。

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
タ
イ

ム
で
自
己
紹
介
や
「
最
近
嬉
し

か
っ
た
こ
と
、
困
っ
て
い
る
こ

と
」
を
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
へ

伝
え
る
と
、
お
互
い
の
親
近
感

は
増
し
、
館
内
は
す
っ
か
り
和

や
か
ム
ー
ド
に
。
話
題
の

未

来
へ
向
け
て
考
え
よ
う

で
は

「
自
治
会
の
あ
り
方
」
や
「
安

心
安
全
な
地
域
社
会
構
築
」
な

ど
10
項
目
の
中
か
ら
各
テ
ー
ブ

ル
ご
と
に
一
つ
を
選
び
、
熱
心

に
意
見
を
交
換
。
ユ
ニ
ー
ク
な

ア
イ
デ
ア
や
、
早
急
に
取
り
組

む
べ
き
身
近
な
安
全
問
題
も
提

起
さ
れ
る
な
ど
、
貴
重
な
意
見

が
続
出
し
、
実
り
多
い
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
な
っ
た
。

◇

◇

１
班
＝
「
世
代
間
思
考
格
差

に
つ
い
て
。
年
齢
は
違
っ
て
も

共
通
の
目
標
を
も
つ
こ
と
で
相

互
理
解
が
深
ま
る
よ
う
に
思
え

る
」２

班
＝
「
安
心
・
安
全
に
つ

い
て
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
必
要

な
と
こ
ろ
が
あ
る
、
し
か
し
、

設
置
に
は
至
ら
な
い
」
「
中
学

・
高
校
に
な
っ
て
も
周
り
が
声

掛
け
を
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
の
地
域
愛
が
育
ま
れ
る
の

で
は
な
い
か
」

３
班
＝
「
自
治
会
の
あ
り
方

に
つ
い
て
。
自
治
会
組
織
に
女

性
や
リ
タ
イ
ア
組
が
入
っ
た
ら

ど
う
か
。
役
員
の
人
数
が
も
っ

と
増
え
て
も
よ
い
の
で
は
」

４
班
＝
「
自
主
防
災
に
つ
い

て
。
危
険
個
所
が
倉
掛
に
も
あ

る
。
調
査
が
必
要
で
は
」
「
小

田
川
が
氾
濫
し
た
際
の
避
難
に

つ
い
て
確
認
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
と
感
じ
る
」

５
班
＝
「
高
齢
者
と
少
子
化

問
題
に
つ
い
て
。
昔
の
仲
人
役

に
な
っ
て
、
婚
活
の
お
手
伝
い

が
で
き
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
を
」

６
班
＝
「
郷
社
問
題
に
つ
い

て
。
掃
除
に
出
る
人
が
少
な

い
。
ま
た
、
巨
木
の
落
ち
葉
等

が
周
辺
世
帯
に
迷
惑
を
及
ぼ
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
に

因
ん
だ
倉
掛
少
年
団
防
火
ク
ラ

ブ
の
夜
警
活
動
が
11
月
９
日
か

ら
二
日
間
実
施
さ
れ
た
。

出
発
式
は
同
日
午
後
７
時
か

ら
つ
ど
え
～
る
で
行
わ
れ
、
約

50
人
が
参
加
。
冒
頭
、
少
年
団

育
成
会
の
江
草
会
長
が
「
今
日

と
明
日
、
大
き
な
声
で
無
火
災

を
呼
び
掛
け
よ
う
」
と
挨
拶
。

井
原
小
学
校
の
落
合
校
長
や
倉

掛
自
治
連
合
会
の
細
羽
会
長
、

井
原
分
団
第
３
部
の
松
井
部
長

ら
来
賓
は
29
年
間
続
い
て
い
る

防
火
活
動
に
敬
意
を
表
し
、
関

係
者
を
激
励
し
た
。

こ
の
あ
と
団
員
ら
は
拍
子
木

を
打
ち
な
が
ら
市
街
地
を
回
り

「
サ
ン
マ
を
焼
い
て
も
家
焼
く

な
」
「
今
捨
て
た
タ
バ
コ
の
温

度
が
７
０
０
度
」
な
ど
と
、
声

を
揃
え
て
防
火
を
訴
え
た
。
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12/28～29 井原市消防団夜警活動

1/ 1  郷社新年祈願祭

1/ 4  官公庁仕事始め
1/ 5  つどえ～る仕事始め

1/ 9  資源の日 7:30～9:00

古紙古着・廃食油回収

1/10  井原線ワンコインデー

１乗車１００円

1/10  井原市成人式

1/10  つどえ～る写真コンテスト

作品展示最終日

1/16  人権が尊重されるまちづくり

の集い（アクティブライフ）

1/16  倉掛自治連合会

役員会＆防犯パトロール

1/17  井原市消防出初式
1/31  郷社厄除け祈願祭 10：00～

1/31  星の郷ふれあい健康マラソン

2/ 7  井原分団第３部試運転日
2/ 7  井原分団消防操法訓練大会
3/ 6  全国健康マラソン井原大会

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

※倉掛パソコンクラブ（つどえ～る）

土曜日13:30～ 日曜日9:30～

◆ 行 事 予 定 ◆

倉掛パソコンクラブが11月23日、秋の一日研

修旅行を実施し、21人が参加した。

今回の行先は国宝松江城や堀川巡りで人気の

高い島根県松江市。当初は雨の予報も出ていた

が、北へ向かうにつれて青空が広がり、楽しく

交流を深めた。

積
極
的
意
見
が
続
出

11
／
９

少
年
団
夜
警
活
動

29
年
連
続
防
火
呼
び
掛
け

賑 や か に ク リ ス マ ス 会
サロンあすはクリスマス会が１２月６日につど

え～るで開かれ、会員ら４０人が参加した。１部

はアマチュア音楽家の倉橋一郎さんと藤代直人さ

んをゲストに招いての懐メロ歌謡ショー（写真

上）。２部は景品付きビンゴゲームを楽しんだ。

倉掛少年団クリスマス会も井原公民館で同日の

午後に行われ、少年団員や育成会員、小学生低学

年及び幼児・保護者ら約６０人が参加した。

第 １ 回 倉 掛 ワ ー ク シ ョ ッ プ

女
子
の
愉
快
な
出
し
物
に
大
笑
い

藤
代
さ
ん
は
痛
風
に
な
る
プ
リ
ン
体
に
注
意

し
、
倉
橋
さ
ん
は
か
つ
て
ピ
ロ
リ
菌
陽
性
だ

っ
た
こ
と
か
ら
付
け
た
バ
ン
ド
名
は
Ｐ
＆
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あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
２
時
間
の
話
し
合
い

各
班
で
ま
と
め
発
表


